
令和２年度 弘前大学研究論文校閲料支援事業公募要項 

 

 

１．目 的 

本事業は，第３期中期目標・中期計画に掲げた研究に関する目標の完遂に向けて，英語等の外

国語による研究論文を国際ジャーナル等各種の学術雑誌へ投稿する際必要となる経費を  

支援することにより，外部資金の獲得に向けて研究者の論文数の増加を図るとともに，本学にお

ける海外投稿論文及び国際共著論文数の増加を目指すことを目的とする。 

 なお，ここでいう国際ジャーナルとは，Scopus 又は Web of Science にて掲載されている雑誌

のことを指す。 

 

２．申請資格 

 申請資格は，以下に示す全ての条件を満たすこと。 

（１）本学において科研費応募資格を有する教授，准教授，講師，助教，助手，特任教授，特任

准教授，特任講師，特任助教，研究機関研究員，客員研究員等であること。 

（２）当該年度の科研費に応募実績がある者，又は現在採択中の科研費課題があることが望まし

い。 

   ただし，募集当該年度に新規に科研費応募資格を得た者については科研費の応募実績にか 

かわらず，申請可とする。 

   また，客員研究員においては，本学から当該年度の科研費を応募した実績がある者又は本

学所属者として，採択中の科研費課題があることが望ましい。 

（３）次年度も引き続き，本学に所属する予定である者。ただし，今年度末定年退職者は，次年

度の所属予定有無にかかわらず応募可とする。 

（４）「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」に基づき，本学指定の研究 

倫理教育を受講済みであること。 

    

３．申請条件 

 申請に当たっては，「２．申請資格」を有し，以下に示す全ての条件を満たすこととする。 

（１）本学在籍期間中に筆頭著者又は責任著者として，投稿予定又は投稿済の論文の校閲料であるこ

と。 

（２）Scopus又は Web of Science Core Collectionに収録されているジャーナル等へ投稿予定又は投

稿済の英語等の海外論文に対する校閲料を支援の対象とする（査読有無については問わない）。 

（３）英文等校閲の納品が、令和２年 4月 1日以降であり，募集期間内に受領しているものとする。 

   ※各対象時期と〆切の詳細は，「５．募集期間」を参照のこと。 

（４）当該論文について他の事業と同様の支援を受けていないこと。  

（５）論文の掲載又は発行が完了次第，掲載誌名・掲載号名称等について，部局事務担当者を通じて

研究推進部へ報告すること。 

 

４．支援内容 

 （１）支援回数 

令和２年４月１日現在で４５歳以下の研究者については３回までとする。それ以外の研究 

者については１回までとする。 

 



（２）支援金額 

 下表のとおり 

区分 基準額（校閲費の支払額） 支 援 額 ※２ 

国際共著論文 ※１ 
１００，０００円以下 実費 

１００，００１円以上 １０万円 

上記以外 
５０，０００円以下 実費 

５０，００１円以上 ５万円 

 

※１ 上表の区分「国際共著論文」において，申請者が４５歳以下であり，かつ「弘前大学

研究論文校閲料支援事業」に平成３０年度以降初めて申請となる研究者については，

校閲費の支払額に関わらずその全額を支援する。 

※２ 原則として支払われた後に教員研究費として支援（申請した論文校閲料の支払い予算 

     について制限は行わない） 

 

５. 募集期間 

令和２年５月２５日（月）より受付を開始し，下記の表のとおり実施する。 

 対象期間（校閲の納品時期） 研究推進部〆切 

第１回受付〆切 令和２年４月１日～ 

令和２年６月３０日 

令和２年７月１０日 

１６：００ 

第２回受付〆切 令和２年７月１日～ 

令和２年９月３０日 

令和２年１０月９日 

１６：００ 

第３回受付〆切 令和２年１０月１日～ 

令和２年１２月３１日 

令和３年１月１２日 

１６：００ 

  ※対象期間毎に予算上限を設定し，その範囲内での支援となる。  

 

６．提出書類 

  提出書類は，次のとおりとする。応募に当たっては，（様式２）申請書及び添付書類（下記の（３）

及び（４））を所属する各部局長に提出する。各部局長は要件を満たしていることを確認し，（様

式１）申請者一覧に取りまとめの上，優先順位を付して研究推進部に電子メールにて提出する。 

 

（１）令和２年度 弘前大学研究論文校閲支援事業申請者一覧（様式１） 

（２）令和２年度 弘前大学研究論文校閲支援事業 申請書（様式２） 

（３）校閲の請求書等金額を確認できる書類の写し 

（４）投稿の受付通知の写し（投稿が未完了の場合は，校閲の納品から半年以内に提出すること。） 

  

７． 採択決定時期について 

  募集期間ごとに受領した申請内容を確認の上，受付〆切日より１ヶ月程度を目途とし，採択

者を選定する。なお，申請件数によっては，当初予定より，選定時期に時間を要する場合があ

る。 

 

 


